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桂　
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モ
ン
ゴ
ル
の
環
境
・
資
源
視
察
記

１
，
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
発
電
所

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
は
車
の
洪
水
で
あ
っ
た
。
一
日
に

四
〇
〇
台
の
割
で
車
が
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

片
側
二
車
線
の
道
に
、
三
台
が
並
列
し
て
走
っ
て
い
た
。

む
ろ
ん
、
そ
の
中
で
も
日
本
車
が
目
立
っ
た
。
同
行
し

た
大
西
運
送
の
御
手
洗
安
社
長
は
、
日
本
車
に
敵
う
国

は
無
い
、
と
い
う
。
あ
の
ベ
ン
ツ
は
寒
い
国
の
車
だ
か

ら
冷
房
を
考
え
て
無
い
。
故
に
、
暑
い
国
へ
売
れ
ば
欠

陥
が
現
れ
る
そ
う
だ
。
故
障
を
し
な
い
と
い
う
一
点
か

ら
日
本
車
に
敵
う
車
は
無
い
、
と
い
う
の
だ
っ
た
。

訪
れ
た
六
月
下
旬
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
気
温
は
日

中
三
十
七
・
五
度
で
あ
っ
た
。
夜
も
気
温
が
下
が
ら
ず
、

冷
房
の
無
い
ホ
テ
ル
で
は
暑
さ
に
参
っ
た
。
増
し
て
、

昼
間
の
移
動
は
冷
房
の
効
か
な
い
車
な
ど
乗
れ
な
い
。

こ
の
六
月
末
の
モ
ン
ゴ
ル
行
き
は
、
銅
鉱
石
の
商
談
を

抱
え
た
貿
易
商
と
新
し
い
商
機
を
探
索
中
の
大
西
運
送

の
御
手
洗
安
社
長
と
同
行
し
た
。
私
の
モ
ン
ゴ
ル
行
き

の
第
一
課
題
は
、
火
力
発
電
所
の
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
処

理
の
現
場
を
見
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

黄
砂
の
発
生
量
の
増
大
が
春
先
に
は
日
本
で
も
必
ず

報
道
さ
れ
る
。
そ
の
報
道
で
は
黄
砂
増
大
の
理
由
に
ゴ

ビ
砂
漠
の
拡
大
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
中
国
農
民
が
内

モ
ン
ゴ
ル
の
草
地
を
耕
し
て
北
進
し
て
い
る
こ
と
が
原

因
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
中
国
で
は
ゴ
ビ
砂

漠
の
緑
化
に
取
組
ん
で
い
る
筈
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に

何
故
砂
漠
の
進
行
を
防
ぎ
得
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
？
大

き
な
疑
問
で
あ
っ
た
。

そ
の
疑
問
は
琿
春
郊
外
の
火
力
発
電
所
を
見
学
し

た
折
、
部
分
的
に
解
消
し
た
。
炭
鉱
に
隣
接
し
た
火
力

発
電
所
で
あ
っ
た
。
立
地
的
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
が
、

琿
春
炭
鉱
の
石
炭
は
灰
分
の
含
有
比
率
が
高
い
こ
と
も

あ
っ
て
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
の
発
生
量
が
多
く
、
そ
の
処

理
に
悩
み
、
近
く
の
山
間
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

捨
て
ら
れ
た
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
は
北
風
で
豆
満
江
南
岸

の
北
朝
鮮
へ
運
ば
れ
る
、
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
フ
ラ

イ
ア
ッ
シ
ュ
の
山
と
豆
満
江
の
間
に
は
民
家
は
殆
ど
無

か
っ
た
。
苦
情
を
言
う
と
し
た
ら
北
朝
鮮
の
住
民
し
か

い
な
い
。

中
国
の
電
力
事
情
は
石
炭
火
力
発
電
が
主
力
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
中
国
国
内
の
豊
富
な
石
炭
資
源
に
依

拠
し
た
電
力
供
給
だ
が
、
毎
年
火
力
発
電
所
か
ら
排
出

さ
れ
る
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
の
量
を
考
え
る
と
気
持
ち
が

重
く
な
る
。
旧
満
洲
国
を
数
年
前
二
度
ほ
ど
歩
い
た
が
、

何
処
へ
行
っ
て
も
ホ
コ
リ
っ
ぽ
か
っ
た
。
フ
ラ
イ
ア
ッ

シ
ュ
が
空
中
を
廻
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
郊
外
の
第
三
火
力
発
電
所
、
第
四

火
力
発
電
所
の
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
の
捨
て
場
を
見
学
し

た
が
、
琿
春
の
火
力
発
電
所
を
見
学
し
た
時
の
よ
う
な

驚
き
は
な
か
っ
た
。
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
を
捨
て
る
場
所

は
確
保
さ
れ
て
い
た
。
琿
春
と
は
異
な
っ
た
が
、
問
題

を
感
じ
た
の
は
冬
に
ゲ
ル
で
焚
か
れ
た
灰
の
捨
て
場
を

訪
ね
た
時
で
あ
っ
た
。
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
幹
部
の
話

に
拠
れ
ば
、
市
内
居
住
の
六
割
が
ゲ
ル
の
生
活
者
で
あ

り
、
春
先
か
ら
ゲ
ル
周
辺
の
灰
を
収
集
し
、
廃
棄
す
る

の
が
市
の
重
要
な
仕
事
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
捨
て
場
所
を
見
学
し
た
が
、
捨
て
る
時
に
は

ホ
コ
リ
が
相
当
空
中
に
舞
う
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
た
。

２
，
輸
送
問
題

同
行
し
た
貿
易
商
は
、
モ
ン
ゴ
ル
最
大
の
銅
鉱
山
会

社
か
ら
銅
鉱
石
の
売
り
込
み
を
受
け
た
の
だ
が
、
価
格

は
割
安
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
中
国
が
買

う
で
し
ょ
う
、
と
応
え
る
と
、「
中
国
だ
け
に
は
売
り
た

く
な
い
」
と
い
う
話
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
お
国
柄
だ

ろ
う
と
理
解
し
て
商
談
に
乗
っ
た
の
だ
が
、
十
五
万
ト

ン
の
銅
鉱
石
を
ど
の
様
に
運
び
出
す
か
？
そ
の
輸
送
方

法
を
探
索
す
る
旅
行
で
あ
っ
た
。

貿
易
商
の
調
査
に
拠
れ
ば
、
鉄
道
輸
送
し
か
無
い
、

と
の
事
で
あ
っ
た
。
鉄
道
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
か
ら
分
岐

し
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
経
由
で
北
京
・
天
津
へ
向
か
う
。

週
一
便
、
北
京
発
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
経
由
で
モ
ス
ク

ワ
ま
で
国
際
列
車
が
走
っ
て
い
る
鉄
道
で
あ
る
。

　

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
北
京
へ
通
じ
た
の
は
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一
九
五
六
年
だ
が
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
か
ら
分
岐
し
て

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
へ
通
じ
た
の
は
一
九
四
九
年
で
あ

る
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
中
か
ら
約

一
万
六
千
人
を
モ
ン
ゴ
ル
へ
廻
し
、
鉄
道
建
設
に
従
事

さ
せ
た
「
成
果
」
で
あ
る
。
こ
の
工
事
に
従
事
し
た
日

本
人
抑
留
者
に
犠
牲
が
生
じ
て
い
る
。
郊
外
に
墓
地
が

あ
り
、
線
香
を
上
げ
た
。

貿
易
商
の
調
査
結
果
に
拠
れ
ば
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
か

ら
分
岐
し
て
い
る
か
ら
広
軌
だ
そ
う
で
あ
る
。
一
方
、

中
国
側
の
鉄
道
は
標
準
軌
で
あ
る
。
国
境
で
の
積
み
替

え
に
問
題
が
あ
り
、
積
み
替
え
て
も
今
度
は
天
津
の
港

が
満
杯
な
の
で
、
遼
寧
省
か
山
東
省
の
港
湾
へ
向
け
て

鉄
道
輸
送
し
な
け
ば
成
ら
な
い
そ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り

何
処
か
で
滞
貨
の
山
を
築
き
か
ね
な
い
話
で
あ
っ
た
。

３
，
モ
ン
ゴ
ル
鉱
山
の
可
能
性

帰
国
後
週
刊
誌
に
、「
利
権
ま
み
れ
の
ハ
マ
コ
ー
」
な

ど
と
元
衆
議
院
議
員
浜
田
幸
一
氏
の
逮
捕
劇
が
書
か
れ

て
い
た
。
新
聞
・
テ
レ
ビ
を
賑
わ
せ
た
事
件
で
あ
っ
た
が
、

傘
寿
を
過
ぎ
た
著
名
な
方
を
嵌
ま
ら
せ
た
の
が
モ
ン
ゴ

ル
鉱
山
利
権
の
有
望
さ
で
あ
ろ
う
か
？

『
日
本
経
済
新
聞
』（
二
〇
一
〇
年
六
月
二
十
四
日
）

に
「
モ
ン
ゴ
ル
の
主
な
資
源
鉱
床
」
と
い
う
地
図
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
東
部
に
は
有
力
な
ウ
ラ
ン
鉱
床
が
二

カ
所
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
北
西
部
に
は
銅
・
モ
リ
ブ
デ

ン
鉱
床
、
そ
し
て
南
部
に
銅
・
金
鉱
床
と
世
界
的
な
規

模
の
「
タ
バ
ン
ト
ル
ゴ
イ
炭
田
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

問
題
は
、
こ
の
モ
ン
ゴ
ル
南
部
と
い
う
点
に
あ
る
。
南

部
で
は
運
び
出
す
手
段
が
無
い
、
の
で
あ
る
。

中
国
が
モ
ン
ゴ
ル
へ
関
心
を
深
め
る
理
由
に
石
炭
問

題
が
あ
る
。
中
国
の
電
力
は
石
炭
火
力
発
電
所
の
占
め

る
比
重
が
高
く
、
既
に
八
〇
ト
ン
の
ダ
ン
プ
カ
ー
で
モ

ン
ゴ
ル
か
ら
石
炭
を
運
び
だ
し
て
い
た
が
、
石
油
価
格

上
昇
で
輸
送
費
が
嵩
み
、
不
採
算
と
な
り
、
撤
退
し
た

と
い
う
。
鉄
道
を
敷
設
し
な
い
限
り
、
豊
富
な
石
炭
資

源
も
宝
の
持
ち
腐
れ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

前
述
の
『
日
本
経
済
新
聞
』
の
記
事
で
は
、「
タ
バ

ン
ト
ル
ゴ
イ
炭
田
な
ど
新
た
な
資
源
開
発
が
軌
道
に
乗

れ
ば
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
二
〇
〇
九
年
の
約

四
十
二
億
㌦
（
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約
一
五
〇
〇
㌦
）

か
ら
十
五
年
に
は
三
〇
〇
億
㌦
近
く
ま
で
拡
大
す
る
」

と
、
伝
え
て
い
る
。
僅
か
六
年
で
約
七
倍
、
一
人
当
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
一
万
㌦
を
超
え
る
話
だ
が
、
こ
の
モ
ン
ゴ

ル
政
府
の
試
算
も
鉄
道
が
建
設
さ
れ
て
の
話
で
あ
る
。

４
，
レ
ア
ア
ー
ス
問
題

中
国
経
済
の
発
展
に
は
地
下
資
源
の
不
足
が
足
枷
に

成
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
本
と
の
間
に
東
支
那
海

の
地
下
資
源
開
発
を
巡
っ
て
争
い
が
生
じ
、
南
支
那
海

で
は
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
な
ど
と
の
間
で
島
々

の
領
有
権
争
い
を
起
こ
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
全
て
が

中
国
の
資
源
不
足
か
ら
生
じ
て
い
る
。
し
か
も
問
題
な

の
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
資
源
で
あ
る
。
中
国
政
府

は
、
こ
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
資
源
を
餌
に
日
本
へ

圧
力
を
掛
け
て
き
た
。

最
初
は
甘
草
の
輸
出
制
限
話
で
あ
っ
た
。
甘
草
は
漢

方
薬
の
原
料
で
あ
り
、
近
年
は
食
品
添
加
剤
と
し
て
需

要
が
伸
び
て
い
る
。
中
国
は
環
境
保
護
と
自
国
の
消
費

拡
大
を
理
由
に
輸
出
制
限
を
打
ち
出
し
た
。
早
速
、
こ

の
八
月
に
ツ
ム
ラ
の
社
員
が
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
へ
入
っ

て
話
題
と
な
っ
た
。
六
月
に
同
行
し
た
貿
易
商
も
直
ち

に
モ
ン
ゴ
ル
へ
連
絡
を
入
れ
た
、
そ
う
で
あ
る
。
モ
ン

ゴ
ル
側
は
甘
草
価
格
の
上
昇
に
機
嫌
を
良
く
し
て
応
答

が
ス
ム
ー
ス
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

次
に
中
国
の
対
日
輸
出
制
限
は
レ
ア
ア
ー
ス
を

標
的
に
し
た
。
何
し
ろ
、
レ
ア
ア
ー
ス
の
埋
蔵
量
の

八
十
五
％
は
（
こ
の
統
計
に
は
モ
ン
ゴ
ル
、
北
朝
鮮
を

含
ん
で
な
い
）
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
西
部
の
鉱
山
で
あ

る
。
日
本
政
府
は
日
中
経
済
閣
僚
が
集
ま
っ
た
八
月

二
十
八
日
の
「
日
中
ハ
イ
レ
ベ
ル
経
済
対
話
」
で
輸
出

枠
の
大
幅
削
減
の
再
考
を
求
め
た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

（
Ｈ
Ｖ
）
や
省
エ
ネ
家
電
の
部
品
生
産
に
関
わ
る
か
ら
、

輸
出
枠
の
拡
大
を
求
め
た
の
で
あ
る
。『
朝
日
新
聞
』

（
二
〇
一
〇
年
八
月
二
十
九
日
）
紙
に
拠
れ
ば
、
中
国
側

が
輸
出
制
限
す
る
の
は
「
戦
略
資
源
」
に
対
す
る
価
格

支
配
力
を
強
め
、
高
値
で
輸
出
し
た
い
か
ら
だ
ろ
う
、

と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
狙
い
は
そ
れ
だ
け
で
は
無
か

ろ
う
。

甘
草
同
様
に
市
場
占
有
率
の
高
い
今
を
狙
っ
て
の
輸

出
制
限
、
対
日
政
策
だ
が
、
そ
れ
に
は
日
本
か
ら
の
技

術
収
奪
戦
略
が
見
え
隠
れ
す
る
。
レ
ア
ア
ー
ス
を
先
端

技
術
の
産
業
資
材
と
し
た
の
は
日
本
で
あ
る
。
そ
こ
に

中
国
の
底
意
を
感
じ
る
の
だ
が
、
中
国
は
レ
ア
ア
ー
ス

規
制
の
緩
和
を
望
む
日
本
の
要
望
を
拒
否
し
た
。

中
国
の
強
気
に
は
レ
ア
ア
ー
ス
の
独
占
的
供
給
者
と

い
う
立
場
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

日
本
と
し
て
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
に
隣
接
す
る
モ
ン

ゴ
ル
に
膨
大
な
レ
ア
ア
ー
ス
資
源
の
埋
蔵
が
確
認
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
を
視
野
に
お
き
、
そ
れ
の
開
発
に
積
極

的
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

（
あ
べ　

け
い
じ　

鉱
工
害
史
専
攻
）
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